


    悩み

     3回目の手術のときストーマの位置が変わり、凹凸になって装具がつけにくく、はがれやすくて困っている。時々痛みが激しく、将来ストーマの管理について心配だ。 


    助言

    
              【問題を具体化して対応を考える】




  
  人工肛門に関することで困っていることがあれば、その原因となることを１つ１つ具体的に考えてみましょう。そのうえで、原因となっていること、問題となっていることに関する情報を集めてみましょう。
このお悩みの文章からわかることとして、
1.　ストーマの位置がかわり、凹凸になって装具がつけにくいこと
2.　同様に、凹凸になったことで、装具がはがれやすいこと
3.　時々激しい痛みがあること
4.　将来ストーマの管理が心配
という４つの問題や気がかりがあります。
このうち、1、2はストーマ装具を工夫するとよいかもしれません。かかっている病院の看護師に相談してみましょう。病院によっては、ストーマケアを専門に行っているストーマ外来を設置しているところもあります。また、看護師のなかには、日本看護協会が認定している皮膚や排泄ケアの専門的知識と技術を持つ『皮膚・排泄ケア認定看護師』の資格を持っている人もいます。また、装具メーカーの相談窓口に相談してみて、自分の状況に合った装具を見つけていきましょう。
3は、まず担当医に伝え、対応を相談しましょう。その際には、いつ頃（体を動かしたとき、曲げたときなど）、どういう痛みが（きりきりとした痛み、ずきんずきんとするなど）、どのくらい続くのか、何か痛みに対しての対処はしているか（市販の痛み止めをのんでいるとか、楽な姿勢をとるとか）、表面上の変化はないか（痛いところのあたりの皮膚が赤いとか熱をもっているとか）などを具体的に話しましょう。
4は、確かに自分で装具交換ができない状況になったときには、他の人の助けが必要になりますが、その場合は、病院に通っていらっしゃるときでしたら、病院の相談窓口に、あるいは拠点病院の相談支援センターに相談することもできます。
こういった情報は、以下のホームページにも掲載されていますので、参考にしましょう。
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